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1 f(t) = t2 + t− 6, y = e−3x + 2x− 3 とする. このとき,

f(D)y を求めなさい.

2 次の (1)～(4)中から 2階線形微分方程式をすべて選びな
さい.

(1) y′ + 3y =
√
2x2 + 1

(2) y′′ + 4y = sin 3x

(3) y′′ + xy′ = e2x

(4) y′′ − y′ + 2y2 = 0

3 次の (1)～(4)中から 2階定数係数線形同次微分方程式

y′′ − 4y′ + 4y = 0

の一般解をすべて選びなさい.

(1) y = c1x e2x + c2（c1, c2 は任意の定数）
(2) y = cx e2x（c は任意の定数）
(3) y = c1xe2x + c2e2x（c1, c2 は任意の定数）
(4) y = e2x(cx+ c)（c は任意の定数）

4 次の定数係数線形同次微分方程式の一般解を求めなさい.

(1) y′′ + 2y′ + 4y = 0

(2) y′′ + 6y′ + 9y = 0

(3) y′′ + 7y′ + 12y = 0



 

5 次の計算をしなさい.

(1)
1

D2 + 3D + 3
e−2x

(2)
1

D + 3
cosx

(3)
1

D − 1
(x+ 1)

6 定数係数線形微分方程式

y′′ − y′ − 6y = e3x

の一般解を求めなさい.



 


